
令和元（Ｈ３１）年度　唐津市立厳木中学校　学校評価計画

１　学校教育目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

学
校
運
営

○教職員の
資質向上 ・研究授業を通した指導力向上

・全員による研究授業の実践を通し
て指導法改善と工夫を図る。

・生徒への効果的で充実した学習指導を
行うために、同僚への指導・助言を通して
組織として指導力向上を図る。
・校内外における職員研修で教職員の授
業力を高める。

教
育
活
動

● 志を高める教育
自らの夢や目標の実現に向けて努
力する気持ちを高める教育活動の推
進

・ ふるさと探訪や職場体験、地元企
業訪問等の郷土学習を通して郷土を
愛し将来の目標に向かって努力する
生徒を全校の８割以上にする。

・ 総合的な学習を中心に全ての教科や
学校行事等を通して、夢や目標について
自ら考えさせる時間や場面を設ける。

教
育
活
動

●学力の向上

・話し合い活動を計画的に仕組み、
自分の考えを書く力の向上
・基礎・基本的な学習内容の定着と
思考力・判断力の向上

・「学校の授業などで、自分の考えを他
の人に説明したり、文章に書いたりする
ことは難しいと思わない」生徒を3割以上
にする。
・家庭学習時間1時間以上の生徒を７割
以上にする。

・教科等の年間指導計画の見直しを行い、話
し合い活動と自分の考えを書く活動を計画的
に取り組む。
・宿題の量を教科間で調整し、内容を基礎・
基本的な内容を中心に出す。

教
育
活
動

○ユニバーサルデ
ザイン教育

・組織的な取り組み（研究）の推進
・ユニバーサルデザイン教育の充実

各部会の部会長を中心にテーマに向
けて組織的な取り組みを深化させ
る。

・校内研のテーマに向けて年間計画で立
てた各部会の取り組みを部会長を中心に
組織的に行う。

学
校
運
営

●業務改善・教職員
の働き方改革の推
進

・衛生管理の改善・充実
・協働意識を高め、時間外勤務６０時間が３
カ月以上続く教職員を０とする。

・現状把握と対策の検討、働き方改革の周知を行う。
・タイムマネジメントを行うとともに、定時退勤日の設定・
実施を行い、教職員の心身の活力を保つ。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

学
校
運
営

●いじめの問題へ
の対応

・生徒の人間関係の改善

・道徳、教育活動全般を通して「人権
教育」の充実を図る。
・いじめの早期発見を念頭におき、教
職員間の連絡、協力体制を密にし、
迅速な対応をする。

・毎月、「いじめ・生活アンケート」を実施し早
期発見に努める。
・６月と１１月に担任との教育相談週間を実施
し、学校生活や家庭での様子・進路に関して
等生徒の実態把握に努め、いじめ・悩み等の
問題の早期発見、早期解決を行う。
・生徒会活動「人権宣言」、学級活動「他との
かかわり方（道徳）」についての取組を実施す
る。

教
育
活
動

○生徒会活動
・社会生活における規範意識を、生
徒同士で高めあい、行動する生徒会

・自主的、創造的な行事の実践通じ
て、話し合い活動の活発化、自主的
活動の促進を目指す。

①責任ある行動　一人一役
②時間厳守　２分前行動
③あいさつの徹底
④連絡の徹底

教
育
活
動

○キャリア教育
の充実

・キャリア教育の推進

・目標とすべき将来の生き方や進路
について考える。
・進路や職業等に関する情報を収集
し、活用する力をつける。

・2年時に職場体験学習と先輩に学ぶ会、3年時に
生き方についての学習を実施する。
・高校説明会、進路説明会などを通して、進学指
導を行い、生徒に進学について目的意識を持た
せる。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

教
育
活
動

●心の教育 ・立腰教育の推進

・何事に対しても積極的に取り組む
生徒、自ら主体的に活動する生徒の
育成を図る。

・自ら気づき、考え、判断するように声をかけ
る。
・承認する場面をたくさん作り、その場その場
で称賛を行う。
・きれいな校舎を継続できるように、掃除にも
力を入れ、心を整えさせる。

教
育
活
動

○道徳教育 ・道徳教育の推進
・「考え」「議論する」道徳授業の実施
・道徳教育における家庭との連携を
図る。

・学校行事に関連した資料の開発
・心のものさしの活用
・ローテーション道徳・ＴＴによる道徳の実施
・「ふれあい道徳」の実施
・学級だよりによる道徳科の紹介

教
育
活
動

●健康・体力つくり
・健康意識の向上と体力つくり
・食育の推進

・自己の体力の現状を知り、日頃の
生活に生かしていく。
・健康と安全、命の教育を充実させ
る。

・スポーツテストを実施する。
・授業前に補強運動を実施する。
・外部講師を活用した、性と命の講話、薬
物乱用防止と防煙教室、一般救命講習
会を実施する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

学
校

運
営

○幼保小中高連携
・小中、中高連携を一層深め、指導
の充実を図る
・地域との連携の強化

・生活や学習指導について共通した
取組を行う。
・地域と学校の協力関係を築く。

・授業参観・情報交換会を実施し、共通理
解を深め共通実践を行う。
・「いきいき学ぶからつっ子推進事業」と
関連させ、地域の人々を有効活用する。

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

２　本年度の重点目標

主体的、協働的に取り組む生徒の育成 ①環境を整え、生徒が主体的・対話的に学ぶ授業を展開し、学習意欲を高める。
②生徒に居場所と活躍の場をつくり、承認する場面を増やし、自己肯定感を高める。
③「立腰教育」を柱として生活規律を確立し、自己指導力と規範意識を高める。

３　目標・評価

①環境を整え、生徒が主体的・対話的に学ぶ授業を展開し、学習意欲を高める。

②生徒に居場所と活躍の場をつくり、承認する場面を増やし、自己肯定感を高める。

③「立腰教育」を柱として生活規律を確立し、自己指導力と規範意識を高める。

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む


